




図 11 にシミュレーションによる結果と電波暗

室による実測結果を示す．両者を比較すると，高

周波数になるにつれ，放射電界強度がともに上昇

していることが分かる．

次に，各周波数における実基板の電流分布解析

結果を図 12～14 に示す．それらの結果よりおよ

そ 800MHz 以上の周波数において電流分布が強

くなる傾向があり，つまりそれに伴い放射が多く

なっているものと判断できる．これらの結果から，

両者のデータには多少の誤差は含まれているもの

の， EMC 対策の考え方として電磁界シミュレー

図 9 解析を行った実回路基板

図 10 実回路基板モデル
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図 11 シミュレーションと実測値との比較 図 14 実基板モデルの電流分布 (800MHz)

図 13 実基板モデルの電流分布 (300MHz)

図 12 実基板モデル電流分布 (30MHz)
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タの導入により，原因対策をつかむ手段として役

立つことが分かった．

３． まとめ

2 種類の異なる伝搬モードについて，印加する

周波数の違いよる電流分布を調べるため，電磁界

シミュレータで簡易解析モデルを作り，伝搬する

放射電界強度と電流分布の様子の違いを二次元的

に確認することができた．また実回路基板でも同

様のモデル構築で解析を行い，暗室による実測結

果と比較することで，電磁界シミュレータの有用

性を確認することができた．

この結果を踏まえ，今後は更に詳細な事例検証

をシミュレーションで行い，実測結果と併せて

EMC 対策に役立つノウハウを蓄積していきたい．
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